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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
我が国においては,軽水炉を用いた原子力発電が総発電量の3割程度を占めている｡ また,軽水炉の使
用済核燃料の再処理によって得られるプル トニウムは準国産資源として位置付けられ,その有効利用が考
えられている｡ 本論文は,既存の加圧水型原子炉 (PWR)におけるプル トニウムの利用に関して,種々
の角度から炉物理的考察を行ったもので,主な成果は以下の通りである｡
1.プルトニウムはPWRでは混合酸化物 (MOX)燃料として使われるが,欧米で従来用いられていた
核設計手法では高富化度MOX炉心の臨界実験を十分説明しきれないので,新たにこれに対応でき
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る核設計手法を開発し,臨界実験の解析精度を飛躍的に向上させた｡
2.PWRが長期間の連続運転に耐えるようにするためには,可燃性毒物を使用しなければならないが,
ガドリニウム酸化物を可燃性毒物として利用する新しいMOX燃料の設計概念を示した｡
3.上記の核設計手法を用いて,使用済燃料の再処理によって発生するプルトニウムと共に,超長半減期
のマイナーアクチニドを既存のPWRに装荷して消滅処理を行う新しい核燃料の概念を示すとともに,
さらにマイナーアクチニドを積極的に可燃性毒物として使用した超長寿燃料という新しい核燃料集合
体の概念を示した｡
これらは,原子炉物理学の発展に大きく寄与するとともに,既存のPWRにプルトニウムを利用すると
きの問題点に対して解決法を示し,超ウラン元素の利用について新しい方法を提案するなど,学術的にも
実際的にも極めて重要な知見を待ている｡ よって,本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるもの
と認める｡ また,平成9年 1月21日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と
認めた｡
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